
開
催
日 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
九
日

（
金
）
～
二
十
日
（
土
） 

開
催
地 

熊
本
県 

上
益
城
郡
山
都
町 

 

山
都
町
内
で
は
、
「
菅
棚
田
」
と
「
峰

棚
田
」
が
平
成
十
一
年
度
農
林
水
産
大
臣

選
定
の
「
日
本
棚
田
百
選
」
に
選
定
さ
れ
、

さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
に
「
白
糸
台
地
」

全
体
が
国
の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選

定
さ
れ
た
。 

 
             

  

    

今
回
の
全
国

棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
は
、
耕
作
放

棄
地
や
有
害
獣
の
被
害
等
が
増
加
す
る

な
か
、
棚
田
の
保
全
と
活
用
の
手
法
や
地

域
の
活
性
化
を
探
る
た
め
に
開
か
れ
、
重

要
文
化
的
景
観
地
域
の
選
定
を
機
に
、
棚

田
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
継
承
し
、
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

る
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
全
国
か
ら
延
べ
一
千

人
を
見
込
む
参
加
者
に
菅
棚
田
・
峰
棚
田
、

山
都
町
の
景
観
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
意
見

交
換
を
通
じ
て
未
来
に
向
け
た
棚
田
保

全
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。
十
九
日
、

十
時
～
オ
ー
プ
ニ
ン
グ(
矢
部
小
学
校
合

唱
「
棚
田
へ
行
こ
う
」) 

基
調
講
演
「
棚

田
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
」
熊
本
大
学 

吉
村
豊
雄
教
授 

午
後 

事
例
発
表 

分
科
会(

四
分
科
会) 

夜
の
部 

全
体
交

流
会 

二
十
日
、
棚
田
見
学
会
「
重
要
文

化
的
景
観
選
定
地
見
学
」
菅
棚
田
、
峰
棚

田
、
白
糸
台
地
棚
田 

鞍
掛
山
麓
保
存
会
で
は
今
泉
雅
男
、
高

橋
孝
行
、
原
田
英
史
、
松
下 

誠
、
村
雲

伸
一
、
小
山
舜
二
の
六
名
が
参
加
す
る
。 

愛
知
県
農
業
用
水
小
水
力
発
電
推
進

協
議
会
設
立
総
会 

                 
 

八
月
一
日
、
愛
知
県
土
地
改
良
会
館

(

名
古
屋
市)

に
お
い
て
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
協
議
会
は
、
愛
知
県
に
お
け

る
農
業
用
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
る
と
共
に
、

土
地
改
良
関
係
団
体
の
社
会
貢
献
及
び

経
営
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
掲
げ
、
県
内
九
十
七
会
員
約
二
百
名

(

市
町
村
三
十
七 

土
地
改
良
区
四
十
四 

保
存
会
四 

農
地
・
環
境
保
全
会
等
十
八)

の
賛
同
を
得
て
発
足
し
た
。
会
長
は
全
国

農
業
用
水
小
水
力
発
電
推
進
協
議
会
会

長
を
務
め
る
神
谷
愛
知
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
長
が
副
会
長
は
県
小
水

力
発
電
第
一
号
機
設
置
を
図
る
新
城
市

の
穂
積
市
長
が
満
場
一
致
で
就
任
し
た
。 

 

 

大
村
秀
章
知
事
は
冒
頭
の
挨
拶
で
東

日
本
大
震
災
以
降
、
電
力
供
給
不
足
に
陥

っ
て
い
る
。
愛
知
県
は
全
国
一
の
農
業
用

水
、
溜
池
を
有
す
る
。
こ
の
施
設
を
最
大

限
に
利
活
用
す
る
こ
と
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー(

小
水
力
発
電)

日
本
一
は
間
違

い
な
い
と
言
明
さ
れ
た
。 

 

 

県
は
今
年
度
、
小
水
力
発
電
の
普
及
に

向
け
、
四
谷
の
千
枚
田
の
湧
き
水
を
利
用

し
た
小
規
模
の
発
電
装
置
を
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
に
整
備
す
る
。
す
で
に
導
入
に
向

け
て
流
量
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。 

        

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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千
枚
田
視
察 

 
七
月
二
十
五
日
、
総
務
省
自
治
行
政
局

過
疎
対
策
室 

浦
船
課
長
補
佐
、
愛
知
県

地
域
振
興
部
地
域
政
策
課
山
村
振
興
室 

坂
井
室
長
始
め
四
名
が
視
察
に
訪
れ
た
。 

             

案
内
を
さ
せ
て
頂
い
た(

舜)

は
鞍
掛
山

の
恵
み
を
受
け
た
「
湧
水
・
天
日
干
し
・

生
き
も
の
と
共
生
し
た
体
に
や
さ
し
い

コ
メ
つ
く
り
」
を
耕
作
者
の
多
く
が
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
、
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、

C
O

P
1

0

等
々
で
知
名
度
も
高
ま
り
都
市

近
郊
か
ら
景
観
、
癒
し
を
求
め
大
勢
が
押

し
寄
せ
て
来
る
。
今
、
一
番
の
難
題
は
「
ト

イ
レ
」
対
策
で
あ
る
。
例
え
ば
、
六
月
二

日
に
連
谷
お
助
け
隊
が
主
催
し
た
「
灯
そ

う
千
枚
田
」
か
らN

H
K

の
「
小
さ
い
旅
」

ま
で
の
約
二
十
日
間
で
簡
易
ト
イ
レ
が

満
杯
、
使
用
禁
止
の
状
態
に
陥
っ
た
。
過

日
も
県
議
会
の
先
生
の
後
援
会
の
皆
さ

ん
百
六
十
名
が
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で

前
日
に
汲
み
取
り
を
行
い
、
当
日
に
な
ん

と
か
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

棚
田
の
耕
作
者
は
農
業
の
生
産
の
場

と
し
て
、
先
祖
の
遺
産
と
し
て
未
来
に
継

承
す
る
た
め
一
生
懸
命
守
り
続
け
て
い

る
。
年
間
二
万
人
近
く
の
人
々
が
訪
れ
る

現
在
、
地
域
の
宝
で
あ
り
、
市
、
県
、
国

と
し
て
も
大
き
な
財
産
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
状
況
を
都
市
近
郊
住
民
、
行
政

共
々
暖
か
い
目
を
も
っ
て
保
全
に
協
力

を
頂
き
た
い
。
等
々
を
お
願
い
し
た
。 

お
い
で
ん 

福
島
っ
子 

 

八
月
二
日
～
九
日
、
東
北
応
援
団 

東

三
河
の
メ
ン
バ
ー
は
東
日
本
大
震
災
で

放
射
能
汚
染
が
危
惧
さ
れ
、
屋
外
で
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
「
福
島
っ
子
」

二
十
名
を
青
空
の
下
で
自
由
を
満
喫
さ

せ
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
「
四
谷
の

千
枚
田
散
策
」、「
塩
瀬
の
川
遊
び
」、「
木

工
作
遊
び
」、「
鳳
来
寺
山
登
山
」
な
ど
多

彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
内
、
福
島
っ
子
た
ち
を

歓
待
し
て
頂
い
た
「
森
林
真
剣
隊
」
の
皆

さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

               

念
仏
踊
り 

 

連
谷
地
区
に
は
室
町
時
代
が
発
祥
と

い
わ
れ
る
念
仏
踊
り
が
現
在
で
も
西
組

共
進
連(

身
平
橋
組)

・
方
真
連(

方
瀬
真
菰

組)

の
二
ヶ
所
で
市
無
形
文
化
財
と
し
て

継
承
さ
れ
て
い
る
。 

八
月
十
三
日
、
身
平
橋
で
は
海
源
寺
で

本
尊
様
の
念
仏
踊
り
と
稲
熊
恵
美
子
さ

ん
宅
の
念
仏
供
養
。
十
四
日
は
村
雲
宣
允

さ
ん
宅
で
中
老
衆
に
よ
る
念
仏
供
養
、
小

山
良
平
さ
ん
宅
の
念
仏
踊
り
が
行
わ
れ

た
。
方
瀬
真
菰
で
は
十
四
日
、
原
田
隆
二

さ
ん
宅
で
念
仏
踊
り
が
行
わ
れ
た
。 

        
 

        

役
員
会 

 

八
月
十
七
日
、
保
存
会
の
定
例
役
員
会

を
開
催
す
る
。 

 

主
な
議
題
は
①
事
業
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て 

②
サ
ミ
ッ
ト

参
加
に
つ
い
て 

③
あ
い
ち
森
と
緑
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て 

④
小
水
力
発
電

装
置
設
置
に
つ
い
て 

ほ
か 

行 
 

平
成
二
十
四
年
八
月
十
五
日 

 
  

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

豊 か な 自 然 を 満 喫 す る 福 島 っ 子 た ち  


